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◇
箸
墓
古
墳
の
変
遷 

「
倭
人
伝
」、「
卑
弥
呼
以す

で

に
死
し
、
大
い
に
冢つ

か

を
作
る
。 

径
百
余
歩
、
殉
葬
す
る
者
、
奴
婢
百
余
人
」 

「
崇
神
紀
」、「
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
、
大
物
主
の
妻
と
な
る
。・
・
こ
こ
に
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
、
薨
り
ま
し
ぬ
。

乃
ち
大
市
に
葬
り
ま
つ
る
。
号
け
て
箸
墓
と
い
う
。・
・
大
坂
山
の
石
を
（
手
ご
し
に
）
運
び
て
造
る
」 

『
史
記
』「
武
帝
紀
」、
前
八
七
年
二
月
、
武
帝
は
長
安
西
の
離
宮
で
七
十
年
余
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
祖
父
の
文

帝
が
覇
陵
（
王
の
墓
）
を
造
る
に
際
し
て
、 

「
覇
陵
を
お
さ
む
る
に
、
皆
、
瓦
器
を
以
て
し
、
金
銀
銅
錫
を
以
て
飾
る
こ
と
な
か
れ
。
墳
（
土
盛
り
）
を
治

め
ず
、
省
（
節
約
）
を
な
し
、
民
を
煩
わ
す
こ
と
の
な
き
よ
う
に
欲
す
」 

と
詔
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
武
帝
は
即
位
三
年
目
か
ら
五
十
余
年
も
費
や
し
て
寿
陵
を
造
ら
せ
て
き
た
。 

茂
陵
と
呼
ば
れ
る
こ
の
陵
墓
は
、
方
二
百
三
十
㍍
、
高
さ
四
六
㍍
も
あ
っ
た
。
当
初
に
植
え
た
木
々
が
一
抱

え
も
あ
る
大
樹
に
成
長
し
、
こ
れ
を
守
る
邑
の
人
口
が
二
七
万
人
に
も
達
し
て
い
た
。 

☆
高
祖
の
墓
よ
り
大
き
な
茂
陵
に
は
、
彩
色
の
施
さ
れ
た
棺
槨
の
中
に
柩
が
安
置
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
中
に

玉
箱
・
玉
杖
ほ
か
、
武
帝
が
生
前
愛
用
し
た
六
経
の
経
典
、
数
え
切
れ
な
い
金
銭
財
物
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
。 

以
後
の
帝
は
厚
葬
を
戒
め
て
き
た
。
漢
朝
末
期
の
成
帝
も
自
陵
を
品
素
に
造
り
、
こ
う
詔
し
た
ほ
ど
だ
。 

「
徒
に
民
を
駆
り
出
し
て
陵
邑
を
盛
ん
に
す
る
は
、
天
下
人
心
に
動
揺
を
与
え
る
ゆ
え
止
め
る
よ
う
」 

纏
向
（
桜
井
市
）
に
は
、
纏
向
石
塚
古
墳
、
矢
塚
古
墳
、
勝
山
古
墳
、
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
、
箸
墓
古
墳
な
ど
前
方
後

円
墳
六
基
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
三
世
紀
中
頃
～
後
半
に
築
造
さ
れ
た
箸
墓
古
墳
が
一
際
大
き
い
。
纏
向
石
塚
古

墳
、
矢
塚
古
墳
、
勝
山
古
墳
、
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
は
、
箸
墓
よ
り
も
古
い
時
期
の
古
墳
と
さ
れ
る
。 

【
箸
墓
古
墳
】、
方
形
部
が
バ
チ
形
を
し
た
出
現
期
の
前
方
後
円
墳
で
、
纏
向
の
平
地
に
築
か
れ
、
全
長
二
八

〇
㍍
、
円
径
一
五
七
㍍
、
高
さ
二
五
㍍
も
あ
る
。
そ
の
規
模
は
大
和
で
第
三
位
、
全
国
で
も
一
一
番
目
だ
。
円
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墳
部
は
割
石
が
五
段
に
敷
か
れ
た
石
塚
で
、
方
墳
部
は
葺
石
を

覆
い
隠
す
形
で
二
〇
㌢
㍍
ほ
ど
盛
土
さ
れ
た
ら
し
い
。 

こ
の
よ
う
に
、
円
墳
と
方
墳
の
築
造
形
態
が
異
な
る
こ
と
、
円

墳
上
に
あ
っ
た
特
殊
器
台
形
埴
輪
・
特
殊
壷
が
吉
備
に
由
来
す

る
三
世
紀
中
頃
と
さ
れ
る
一
方
、
方
墳
南
端
か
ら
採
取
さ
れ
た

二
重
口
縁
壷
は
三
〇
〇
年
頃
の
吉
備
系
土
器
だ
っ
た
こ
と
で
、

円
墳
と
方
墳
の
築
造
期
が
異
な
る
と
指
摘
す
る
向
き
も
い
る
。 

近
年
の
方
墳
周
辺
の
調
査
で
は
、
方
墳
部
は
二
七
〇
～
三
〇
〇

年
頃
の
築
造
と
判
定
さ
れ
た
。 

平
成
二
十
年
八
月
に
は
、
前
方
部
正
面
に
幅
六
〇
～
七
〇
㍍
も

の
外
濠
跡
が
見
つ
か
っ
た
。
周
辺
の
発
掘
結
果
と
も
あ
わ
せ
る

と
、
内
濠
・
外
濠
を
備
え
た
古
墳
だ
っ
た
ら
し
い
。
だ
と
す
る

と
、
国
内
最
大
の
仁
徳
天
皇
陵
（
五
世
紀
前
半
、
全
長
四
八
五

㍍
）
に
匹
敵
す
る
周
濠
が
、
三
世
紀
中
頃
に
存
在
し
て
い
た
こ
と

に
な
る
。 

平
成
二
四
年
六
月
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
レ
ー
ザ
ー
を
使
っ
て
箸
墓
古
墳
を
測

量
し
た
立
体
地
図
を
発
表
し
た
。
墳
丘
の
段
数
は
後
円
部
が
五
段
、
前
方
部
は
三
段
と
判
明
し
た
。 

【
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
】、
箸
墓
古
墳
の
東
に
位
置
す
る
全
長
八
〇
㍍
の
帆
立
貝
形
前
方
後
円
墳
で
、
葺
石
と
周
濠

を
伴
う
。
古
墳
時
代
前
期
初
頭
に
造
ら
れ
た
纏
向
型
前
方
後
円
墳
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。 

副
葬
品
や
埋
葬
施
設
な
ど
か
ら
見
て
、
出
現
期
大
型
前
方
後
円
墳
で
あ
る
箸
墓
古
墳
か
ら
あ
ま
り
遡
ら
な

い
時
期
に
造
ら
れ
た
前
方
後
円
墳
墓
と
さ
れ
、
後
円
部
中
央
か
ら
石
囲
い
の
木
槨
が
出
土
し
た
。 
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石
囲
い
の
長
さ
は
約
七
㍍
、
幅
約
二
・
七
㍍
、
高
さ
一
・
五
㍍
ほ
ど
あ
り
、
そ
の
内
部
に
木
槨
が
設
け
ら
れ
、

コ
ウ
ヤ
マ
キ
製
の
長
さ
五
㍍
の
木
棺
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。
木
棺
内
は
、
水
銀
朱
で
覆
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。 

副
葬
品
・
出
土
品
と
し
て
、
大
型
壺
、
中
型
壺
、
銅
鏃
約
六
〇
、
鉄
鏃
約
六
〇
、
素
環
頭
大
刀
一
、
鉄
製
刀
剣

類
一
〇
、
画
紋
帯
神
獣
鏡
一
、
二
重
口
縁
壺
二
〇
（
庄
内
式
）
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
た
。 

箸
墓
古
墳
と
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
の
築
造
形
態
か
ら
推
し
て
、
箸
墓
古
墳
は
以
下
の
五
段
階
の
改
築
が
繰
り
返

さ
れ
た
後
、
現
状
に
到
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
う
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
か
。 

Ⅰ 

円
形
壇
の
築
造
（
二
四
八
、
九
年
） 

⑴
魏
の
役
人
張
政
が
見
守
る
中
で
百
余
人
が
殉
葬
さ
れ
た
こ
と
や
、
「
倭
人
伝
」
に
塚
高
さ
の
記
載
が
な
い
こ

と
で
、
当
初
の
ヒ
ミ
コ
の
墓
は
円
壇
と
考
え
ら
れ
る
。 

⑵
張
政
が
纏
向
宮
を
去
っ
て
伊
都
国
に
戻
る
や
、
ヒ
ミ
コ
の
亡
骸
は
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
に
遷
さ
れ
た
。 

ホ
ケ
ノ
山
古
墳
は
、
ヒ
ミ
コ
の
存
命
中
に
寿
陵
と
し
て
造
ら
れ
た
ら
し
い
。 

☆
箸
墓
古
墳
は
、
ヒ
ミ
コ
の
宮
殿
・
上
之
宮
（
巻
向
駅
北
、
辻
・
巻
野
内
）
の
真
南
に
位
置
す
る
。
真
北
に

は
、
黒
塚
古
墳
が
鎮
座
す
る
。
こ
の
三
点
を
通
過
す
る
南
北
の
古
代
道
は
、
上
つ
道
と
呼
ば
れ
て
き
た
。 

 

Ⅱ 

五
段
重
ね
の
石
積
み
円
墳
に
造
り
変
え
（
二
五
〇
年
頃
） 
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⑴
張
政
の
帰
国
後
（
二
五
〇
年
頃
）
、
円
壇
の
周
濠
（
内
濠
）
を
掘
っ
た
残
土
で
以
て
、
五
段
重
ね
の
石
積
み

円
墳
に
築
か
れ
た
。
そ
の
間
、
ヒ
ミ
コ
の
亡
骸
は
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
に
納
め
ら
れ
た
。 

⑵
ヒ
ミ
コ
の
亡
骸
は
、
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
か
ら
円
墳
最
上
段
に
埋
葬
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
吉
備
に
由
来
す
る
特
殊

器
台
形
埴
輪
・
特
殊
壷
が
円
墳
上
に
副
え
ら
れ
た
。 

 

Ⅲ 

帆
立
貝
形
前
方
後
円
墳
に
造
り
変
え
（
二
六
〇
年
代
後
半
） 

⑴
ト
ヨ
の
朝
貢
後
、
外
濠
（
幅
六
〇
～
七
〇
㍍
）
を
掘
っ
た
残
土
で
、
帆
立
貝
形
前
方
後
円
墳
に
造
り
変
え
。 

⑵
想
像
す
る
に
、
火
明
饒
速
日
は
こ
れ
を
泰
山
・
梁
父
山
に
見
立
て
て
郊
祭
し
、
自
ら
天
神
（
天
照
国
照
彦
天

火
明
饒
速
日
）
に
昇
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

『
晋
書
』「
武
帝
紀
」、「
泰
始
二
（
二
六
六
）
年
十
一
月
、
倭
人
来
り
て
方
物
を
献
ず
。
南
と
北
に
円
丘
・
方

丘
を
併
せ
、
二
至
の
祀
郊
に
合
す
」 

⑶
二
七
〇
年
代
前
半
、
女
王
ト
ヨ
が
三
十
五
歳
で
逝
去
し
、
そ
の
亡
骸
は
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
に
納
め
ら
れ
た
。 

☆
大
神
神
社
は
、
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
が
豊
鍬
入
姫
の
墓
と
伝
え
る
。 

 

Ⅳ 

バ
チ
形
前
方
後
円
墳
に
造
り
変
え
（
二
七
〇
年
代
前
半
） 

⑴
そ
の
数
か
月
後
、
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
が
逝
去
し
、
そ
の
亡
骸
は
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
に
仮
葬
さ
れ
た
。 

⑵
バ
チ
形
方
墳
部
が
継
ぎ
足
さ
れ
、
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
が
そ
こ
に
埋
葬
さ
れ
た
。 

⑶
方
墳
表
面
が
大
坂
山
か
ら
運
ん
で
き
た
石
で
覆
わ
れ
た
。 

★
崇
神
紀
に
、
箸
墓
が
築
か
れ
た
時
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
崇
神
・
火
明
饒
速
日
（
日
本
大
物

主
大
神
）・
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
が
三
世
紀
後
半
に
共
に
生
き
て
い
た
と
分
か
る
。 

【
箸
墓
伝
説
】、
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
は
大
物
主
神
の
妻
と
な
っ
た
。
そ
の
神
は
昼
に
は
来
ず
、
夜
に
な
っ
て
か

ら
現
れ
た
。
そ
こ
で
倭
迹
迹
姫
は
、
夫
に
た
ず
ね
た
。 

「
暗
く
て
は
っ
き
り
見
え
な
い
故
、
今
宵
は
お
留
ま
り
く
だ
さ
い
。
朝
方
に
、
麗
し
い
お
姿
を
拝
見
し
た
い
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も
の
で
す
」 

大
神
が
答
え
て
言
う
に
は
、 

「
道
理
で
あ
る
。
明
け
方
に
汝
の
櫛
箱
の
中
に
入
っ
て
い
よ
う
。
わ
が
姿
形
に
驚
か
ぬ
よ
う
に
」
と
。 

姫
が
夜
明
け
を
待
っ
て
櫛
箱
を
開
け
る
と
、
衣
紐
大
の
麗
し
い
小
蛇
が
箱
に
入
っ
て
い
た
。
姫
は
驚
き
の
あ

ま
り
叫
び
声
を
あ
げ
た
。
大
神
は
た
ち
ま
ち
人
の
形
に
戻
っ
て
、 

「
汝
は
我
慢
で
き
ず
、
私
に
恥
を
か
か
せ
た
。
こ
こ
か
ら
姿
を
消
す
こ
と
で
、
汝
に
も
恥
を
か
か
せ
よ
う
ぞ
」 

と
言
う
な
り
、
大
空
を
飛
ぶ
よ
う
に
し
て
御
諸
山
に
登
り
帰
っ
た
。
姫
は
そ
れ
を
仰
ぎ
見
て
後
悔
し
た
の
か
、

腰
の
力
が
抜
け
て
床
に
ド
ス
ン
と
座
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
の
と
き
、
箸
が
体
に
突
き
刺
さ
っ
て
み
ま
か

り
、
大
市
に
葬
ら
れ
た
。
時
の
人
は
そ
の
墓
を
箸
墓
と
呼
ん
で
き
た
。
こ
の
墓
は
、
昼
は
人
が
造
り
、
夜
は
神

（
三
輪
氏
）
が
造
っ
た
。
大
勢
の
人
が
大
坂
山
か
ら
箸
墓
ま
で
並
び
立
ち
、
石
を
手
渡
し
て
運
ん
だ
。 

 

Ⅴ 

バ
チ
形
を
伸
長
し
た
前
方
後
円
墳
に
造
り
変
え
（
三
〇
〇
～
三
〇
四
年
初
め
） 

⑴
古
墳
の
西
を
掘
り
起
こ
し
、
た
め
池
（
大
池
）
が
つ
く
ら
れ
た
。 

⑵
濠
内
の
水
が
た
め
池
に
引
か
れ
た
後
、
内
外
の
濠
と
も
、
た
め
池
を
掘
っ
た
残
土
で
以
て
埋
め
戻
さ
れ
た
。 

⑶
バ
チ
形
の
方
墳
部
が
た
め
池
を
掘
っ
た
残
土
で
、
さ
ら
に
継
ぎ
足
さ
れ
た
。 

⑷
女
王
ト
ヨ
の
亡
骸
も
、
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
か
ら
そ
の
バ
チ
形
部
に
遷
さ
れ
た
。 

⑸
石
葺
き
の
方
墳
全
体
が
た
め
池
を
掘
っ
た
残
土
で
、
う
っ
す
ら
と
覆
わ
れ
た
。 

⑹
直
後
、
二
重
口
縁
の
壺
形
埴
輪
（
三
〇
〇
年
前
後
の
吉
備
系
土
器
）
が
ト
ヨ
の
亡
骸
真
上
に
副
え
ら
れ
た
。 

★
桜
井
茶
臼
山
古
墳
の
円
墳
・
方
墳
上
に
霊
畤
（
天
地
五
帝
の
神
霊
を
祭
る
霊
廟
）
が
造
営
さ
れ
る
と
、
箸
墓

円
墳
に
眠
る
ヒ
ミ
コ
の
亡
骸
が
掘
り
出
さ
れ
、
桜
井
茶
臼
山
古
墳
の
霊
畤
に
遷
さ
れ
た
。
つ
い
で
纏
向
石
塚
古

墳
に
眠
る
天
照
大
神
御
霊
も
高
皇
産
霊
御
魂
と
し
て
霊
畤
に
招
来
さ
れ
た 

★
霊
畤
の
周
囲
に
、
三
〇
〇
年
前
後
の
吉
備
系
二
重
口
縁
壷
が
並
べ
立
て
ら
れ
た
。 


